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今
回
の
通
常
国
会
で
、
安
倍
内
閣
は
熱
に
う
か
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
、
憲
法
改
悪

と
米
国
の
戦
争
に
自
衛
隊
を
実
戦
部
隊
と
し
て
動
員
す
る
た
め
の
法
案
成
立
を
強
行

し
て
い
る
。
昨
年
一
二
月
の
臨
時
国
会
で
教
育
基
本
法
を
改
悪
し
た
勢
い
で
、
五
月

一
四
日
に
は
つ
い
に
改
憲
手
続
き
法
を
成
立
さ
せ
、
さ
ら
に
五
月
二
三
日
に
は
米
軍

再
編
特
措
法
を
も
成
立
さ
せ
た
。
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
段
階
で
、
す
で
に
イ
ラ

ク
派
兵
特
措
法
を
改
悪
し
て
自
衛
隊
派
兵
を
二
年
間
延
長
す
る
改
悪
案
や
、
教
育
関

係
４
法
案
も
衆
院
で
可
決
と
な
り
、
六
月
二
三
日
の
会
期
末
に
む
け
て
成
立
さ
せ
る

動
き
と
な
っ
て
い
る
。
宇
宙
基
本
法
を
改
悪
し
て
「
宇
宙
の
軍
事
利
用
」
に
踏
み
込

む
法
案
も
上
程
さ
れ
た
。

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
改
憲
―
戦
争
国
家
化
の
流
れ
と
平
行
し
て
五

月
一
八
日
に
は
「
集
団
的
自
衛
権
」
行
使
を
違
憲
と
し
た
従
来
の
政
府
統
一
見
解
を

見
直
す
た
め
の
「
有
識
者
懇
談
会
」
の
第
一
回
会
合
が
行
わ
れ
、
秋
ま
で
に
「
集
団

的
自
衛
権
」
行
使
の
「
合
憲
化
」
と
い
う
報
告
が
出
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
同
じ

五
月
一
八
日
に
は
、
辺
野
古
の
米
軍
新
基
地
建
設
の
「
事
前
調
査
」
支
援
の
た
め
に
、

掃
海
母
艦
「
ぶ
ん
ご
」
が
出
動
し
、
海
上
自
衛
隊
の
ダ
イ
バ
ー
が
機
器
を
海
底
に
設

置
し
て
サ
ン
ゴ
を
破
壊
す
る
と
い
う
暴
挙
を
や
っ
て
の
け
た
。
こ
の
動
き
は
一
連
の

も
の
で
あ
る
。
久
間
防
衛
相
は
「
武
器
輸
出
禁
止
３
原
則
」
の
見
直
し
や
、
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
と
連
携
し
て
自
衛
隊
を
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
派
兵
す
る
意
向
も
口
に
出
し
て
い
る
。

ま
さ
に
目
茶
苦
茶
だ
。
自
民
党
は
参
院
選
の
公
約
と
し
て
二
〇
一
〇
年
国
会
で
改

憲
発
議
す
る
と
打
ち
出
し
た
が
、
安
倍
内
閣
は
「
自
民
党
新
憲
法
草
案
」
が
す
で
に

「
新
憲
法
」
と
し
て
施
行
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
制
約
を

取
り
払
っ
て
「
戦
争
国
家
」
＝
「
壊
憲
」
に
突
き
進
ん
で
い
る
。

「
消
え
た
年
金
」
問
題
や
松
岡
農
相
の
死
に
よ
っ
て
、
安
倍
内
閣
の
支
持
率
は
急

速
に
低
下
し
、
自
民
党
の
中
か
ら
も
余
り
の
強
行
路
線
へ
の
批
判
が
渦
巻
い
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
安
倍
は
「
弱
み
を
み
せ
た
ら
お
し
ま
い
だ
」
と
ば
か
り
に
突
っ

走
っ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
安
倍
政
権
の
極
右
国
家
主
義
的
本
音
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
だ
け
で
は
な
く

当
の
米
国
か
ら
も
警
戒
の
目
で
見
ら
れ
て
い
る
。「
従
軍
慰
安
婦
」
の
「
狭
義
の
意
味

で
の
強
制
連
行
は
な
か
っ
た
」
と
し
て
「
河
野
談
話
」
の
見
直
し
を
示
唆
し
た
安
倍

は
、
米
国
の
主
流
政
治
家
や
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
反
発
を
買
い
、
四
月
訪
米
時
に
「
謝

罪
」
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
北
朝
鮮
）
の
核
開
発

問
題
に
つ
い
て
も
「
拉
致
」
優
先
の
安
倍
内
閣
の
方
針
は
国
際
的
に
孤
立
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
安
倍
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
と
の
「
無
理
心
中
」
を
も
辞
せ

ず
、
米
国
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
軍
事
要
求
に
唯
々
諾
々
と
追
随
す
る
選
択
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
安
倍
内
閣
の
暴
走
は
、
そ
の
危
機
の
表
現
で
も
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
私
た
ち
運
動
の
側
は
、
中
・
長
期
的
な
展
望
に
沿
っ
て
運
動
を
再
構

築
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
自
民
党
の
言
う
「
改
憲
発
議
」
ま
で
の
三
年
間
に
、

私
た
ち
の
側
が
ど
う
い
う
構
想
を
組
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
う
討
論

を
要
請
し
て
い
る
の
だ
。

五
月
一
九
日
と
二
〇
日
、
私
た
ち
は
東
京
で
「
反
派
兵
全
国
討
論
合
宿
」
を
行
っ

た
。
北
海
道
、
首
都
圏
、
浜
松
、
愛
知
、
大
阪
、
広
島
、
北
九
州
の
仲
間
が
参
加
し
、

イ
ラ
ク
派
兵
、
米
軍
再
編
を
め
ぐ
る
岩
国
、
座
間
・
相
模
原
な
ど
各
地
の
運
動
と
在

沖
海
兵
隊
の
グ
ア
ム
移
転
、
辺
野
古
の
闘
い
と
自
衛
隊
の
出
動
、
反
改
憲
闘
争
の
展

望
、
さ
ら
に
来
年
七
月
に
北
海
道
・
洞
爺
湖
で
予
定
さ
れ
て
い
る
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
へ

の
対
抗
ア
ク
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
な
ど
、
多
く
の
テ
ー
マ
で
主
体
の
現
状
の
評
価
を

ふ
く
め
て
活
発
な
論
議
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
次
回
の
交
流
合
宿
は
、
一
一
月
に
岩

国
で
行
う
方
向
で
検
討
す
る
こ
と
も
了
承
さ
れ
た
。「
改
憲
・
戦
争
国
家
」
へ
の
動
き

が
加
速
す
る
現
在
の
状
況
で
、
も
う
一
度
地
域
と
全
国
、
そ
し
て
世
界
を
結
び
な
が

ら
、
討
論
と
運
動
を
着
実
に
深
め
て
い
こ
う
。

（
六
月
六
日
　
国
富
建
治
）

安
倍
内
閣
の
「
暴
走
」
に
ど
う
立
ち
向
か
う
の
か

―
―
改
憲
・
戦
争
国
家
状
況
の
深
ま
り
に
対
す
る
反
撃
の
構
想
を
組
み
立
て
よ
う
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治
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